
教科（ 理科 ）　科目名（ 理数生物 ）　使用教科書（ 東京書籍：生物基礎、生物 ）　履修学年（ 理数科１年 ）　単位数（3）

編 章 節 学習目標（学習のねらい）
配当
時間

備考
（実験や指導上の留意点）

知識
技能

思考
判断
表現

主体的に
学習に

取り組む態度
進度

顕微鏡の使い方と細胞の観察 2 ○ ○

ミクロメーターの使い方
○

1章　生物の特徴生物の多様性と共通性 3

１節　生物の多様性 ○ ○

２節　生物の共通性

３節　細胞の特徴 ○

2章　生命活動とエネルギー生物とエネルギー 6

1節　生体とATP ○

2節　生体内の化学反応 ○ ○

３節　呼吸と光合成 ○

1章　生物と遺伝子遺伝情報とDNA 5

1節　生物と遺伝子 ○ ○

2節　DNAの構造 ○

３節　DNAの複製と分配 ○ ○

2章　遺伝情報の分配遺伝情報とタンパク質 9 観察＆実験 　パフの観察

１節　タンパク質 ○ ○

２節　DNAとタンパク質の合成 ○

３節　細胞分化と遺伝子 ○ ○

1章　体内環境体内環境と情報伝達 10

１節　体内環境 ○ ○

２節　神経系による情報伝達 ○ ○

３節　ホルモンによる情報伝達

４節　血糖濃度の調節 ○ ○

2章　体内環境を維持する仕組み免疫のはたらき 11

１節　免疫のしくみ ○ ○

２節　免疫記憶 ○ ○

３節　免疫とさまざまな疾患 ○ ○

1章　植生の多様性と遷移植生と遷移 4

１節　植生とその環境 ○ ○

２節　植生の遷移 ○

３節　遷移とバイオーム ○ ○

2章　バイオームとその分布生態系と生物の多様性 11

１節　生態系における生物の多様性 ○ ○

２節　生態系における生物間の関係 ○

３節　生態系と撹乱

４節　生態系の保全 ○ ○

1章 生命の起源と細胞の進化 8

ア　生命の起源と細胞の進化 観察実験「脳容積の測定」 ○ ○

2章 遺伝子の変化と進化の仕組み 7

ア　遺伝子の変化 ○

イ　遺伝子の組合せの変化 ○ ○ ○

ウ　進化の仕組み 実験観察「遺伝的浮動のシミュレーション」
○ ○

3章 生物の系統と進化 8

ア　生物の系統と進化 ○ ○

イ　人類の系統と進化 ○

単元テストにより評価を行う。

単元テスト及び授業プリントで評価を行う。

単元テスト後に理解度や学習方法について振り返った内容で評価を行う。

三観点別　評価方法

生物が進化してきた道筋を系統とい
う。さまざまな生物にはどのような系統
関係があるのかについて学習する。

１
編
　
生
物
の
進
化

現在，地球上でみられる生物は，どの
ようにして地球上に誕生し，どのような
変遷をたどってきたかについて学習す

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学ぶ意欲

進化とは，一般に，生物の形質が世代
を経るにつれて変化していくことであ
る。進化はどのようなしくみでおこるか
について学習する。

3
編
　
ヒ
ト
の
体
の
調
節

多細胞動物の体内の細胞にとって，体
液は一種の環境（体内環境）である。こ
の章では体内環境がいかにしてほぼ
一定に保たれているのか，また体内で
はどのようなしくみがはたらき，どのよう
に調節が行われているのか，循環系・
腎臓と肝臓・自律神経系と内分泌系，
免疫について学習する。私たち自身の
からだにかかわる内容についてできる
だけ身近な話題を取り上げながら理解
する。

観察＆実験
　心臓の拍動数の測定

観察＆実験
　ブタの腎臓の観察

植生について，その構造や遷移とその
しくみについて学習する。
地球上にはさまざまなバイオームが見
られること，どのようなバイオームが分
布するかは主に気温と降水量によって
決まることを，世界と日本のバイオーム
を取り上げて学習する。
生態系の成り立ち，生態系における物
質循環とエネルギーの流れについて
学習する。その上で，生態系はそのバ
ランスが保たれていること，人類は生態
系のバランスに大きな影響を与えてい
ることなどを理解する。

観察＆実験
　種子の観察

4
編
　
生
物
の
多
様
性
と
生
態
系

観察＆実験
　体細胞分裂の観察

令和5年度　シラバス

1
編
　
生
物
の
特
徴

生物学を学習する上で重要な視点で
ある生物の多様性と共通性について
理解する。生物は多様であること，多
様な生物にも細胞構造をもつなど共通
性があることを学習する。酵素のはたら
き，光合成と呼吸の学習を通して，生
物が代謝によってエネルギーを取り出
していることを学習する。その共通性
は共通の起源をもつことに由来するこ
とを学習する。

観察＆実験
　いろいろな細胞の観察
観察＆実験
　原核生物の観察

観察＆実験
　酵素反応の観察

序
論

生物基礎で学習する内容の概要を把握す
るとともに探究活動とは何かについて理解
する。また生物の学習において欠くことので
きない顕微鏡の使い方をしっかり習得する。

2
編
　
遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き

遺伝子の本体であるDNAについて，
構造および遺伝情報はその塩基配列
にあることを理解させる。次に転写と翻
訳の概要から，生命現象において重
要なタンパク質の合成について学習
する。さらに，遺伝情報は正確に複製
されて受け継がれること，それぞれの
細胞ではすべての遺伝子が発現して
いるわけではないことについて学習す
る。

観察＆実験
　DNAの抽出




